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月
20
日
、
美
瑛
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ど
か

　
　

ん
と
農
業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
角
和
町
長
か
ら
「
３
年
ぶ
り
に
こ

の
祭
り
が
開
催
で
き
、
美
瑛
に
元
気
が
戻
っ
て
き
た

な
と
感
じ
ま
す
。
今
日
は
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
祭
り
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
朝
か
ら
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
農
畜

産
物
即
売
会
で
は
町
内
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ

な
ど
新
鮮
な
野
菜
が
大
盛
況
と
な
り
、
駅
前
広
場
で

は
恒
例
の
三
輪
車
レ
ー
ス
や
紅
白
も
ち
ま
き
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
青
葉
太
鼓

や
白
金
太
鼓
の
演
奏
が
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
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夜
に
な
る
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
役
場
前
へ
集
結
し
、
仮
装
盆
踊
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
仮
装
行
列
は
華
や
か
な
山
車
と
と

も
に
駅
前
会
場
へ
行
進
し
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
お

菓
子
を
配
っ
た
り
と
沿
道
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
は
「
よ
さ
こ
い
同
好
会
」
の
勇
ま
し
い

演
舞
が
披
露
さ
れ
、
盛
大
な
打
ち
上
げ
花
火
と
と
も
に

美
瑛
の
夏
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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防災キャンプ
　災害が発生した場合、自宅で安全が確保され引き続き住める状態であれば、まず考えられるのが

在宅避難です。災害時に、水・電気・ガスが止まってしまう状況は、キャンプの状況と似ています。

そんなもしもの時に備えて「おうち防災キャンプ」を実践してみませんか。

　ライフラインが止まった想定で、生活の要となる食事・照明・トイレの問題を考えてみましょう。

明るさ倍増の簡易ランタンを体験してみよう

災害時の暗闇は、不便なだけでなく不安な気持

ちも倍増させます。懐中電灯やスマートフォンの

光は空気中を直進するため、狭い範囲しか照ら

せません。しかし、ポリ袋やペットボトルを利用

すれば、より広い範囲を照らすことができ明る

くなります。

排水管などの損傷や断水で、トイレが使えない

可能性もあります。特に、集合住宅では、排水管

が使えるかどうか確認せずに水を流すと、上の

階の汚水が下の階であふれる恐れもあります。

簡易トイレや携帯トイレの備えは重要です。

●懐中電灯にポリ袋をかぶせて結びつける

●スマートフォンの上に水入りペットボトルを置く

照　明

便座を上げ、ごみ袋1枚
を広げてセットし、便座
を下げます。

もう1枚のごみ袋を広げ
て便座を覆い隠すように
重ねます。

２枚目のごみ袋のうえに
ちぎって丸めた新聞紙を
置けば、完成。

使用後は新聞紙入りのご
み袋のみ取り出し、口を
結んで捨てます。

肝心な時に電池切れで使えないことがない
ように、電池も多めに買い置きしておきま
しょう。

before after

before after

1 ２

３ ４

おうちで
①水道・電気・ガスを使わない
②家にあるものを工夫して使う
③みんなで楽しむ

おうちで防災キャンプ
３つのルール

備えているだけでは
「もしも」の時に
使いこなせない

ワンポイントアドバイス

臭い対策に、脱臭剤や消臭スプレーなども
備えておくと安心です。

ワンポイントアドバイス

既存の便器を活用して簡易トイレに

トイレ

▶必要なもの
・ごみ袋２枚
・新聞紙

当たり前に使える日用品が、災害時にも使えるとは限りませ

ん。例えば、食器は割れたり、洗えなかったりする可能性があ

ります。そんな時は、紙などを折ってラップをかぶせれば食器

になるほか、牛乳パックやペットボトルなども活用できます。

避難生活を乗り切るためには、知恵と工夫が欠かせません。

食器以外にも身近なものがどのように使えるか、生活の中で

考えてみましょう。

今月は「ちょこっと防災」特集号

９月１日は防災の日

　９月１日が「防災の日」に制定された

のは、大正12年９月１日に発生し、10万人

以上の死者行方不明者を出した「関東

大震災」に由来しています。

　また、この時期は台風の接近・上陸が

多いこともあり「災害への備えを怠らな

いように」という意図も込められている

そうです。

　「防災の日」は、防災対策をみんなで

確認したり知識を深める良い機会です。

　ぜひ、この機会に９月11日開催の防災

教室に参加してみてください。

　防災において最も重要と考えている

のは「自助力」を身につけることです。

　自助力のある人はまず自分自身を守

り（自助）、次にその力を周りの人に向け

る（共助）ことができます。そうすること

で、より多くの人が助かるチャンスが生

まれます。

　災害はいつ起こるかわかりません。

大切なことは「防災」を特別なものにせ

ず、ふだんの生活に取り入れて継続させ

ることです。いざというときに、自分自身

や大切な人を守るために必要な自助力

を常に意識しましょう。

新聞紙を縦半分に折る

もう一度半分に折
り、折り目をつけ
て戻す

下の両方の角を手
前の紙のみ三角に
折る

日時：９月 11 日（日）　

　　　午前 10 時～ 12 時

場所：町民センター　　　　

申込：９月９日（金）まで

　に電話（総務課☎ 92-4316）

　または美瑛町 LINE で申し込

　みください。

反対側も同じように

角を折る

上の両方の角を三
角に折る

下の紙を１枚めくっ
て折る。反対側も同
じように折る

上から 1/3 くらいの

場所にしっかり折り

目をつけて戻す 下の口を開く 底を平らに整える

★をつまんで外側に

折る 出来上がり

1 ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

10 11

ラップは、食器にかぶせて汚れ防止、止血後の患部の
保護、タオルや新聞と一緒に体に巻いて体温の放射防
止、臭い漏れ防止など、さまざまな場面で活用できる
優れものです。

ワンポイントアドバイス

紙を使って食器を作ってみよう

食　事

▶必要なもの
・新聞紙
・ラップ
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字
置
杵
牛
上
精
美

▼
美
瑛
土
地
改
良
区
理
事
長
ほ
か
24
年

福
家

　
敏
春
（
68
）

渡
部
　
憲
寛
（
30
）   

　
字
福
富
瑛
進

髙
橋
　
翼 

（
27
）

　
字
新
区
画
向
上

神
成
　
貴
洋 

（
37
）

　
字
新
区
画
向
上

佐
藤
　
仁
昭 

（
42
）

　
字
拓
進

稲
場
　
翔
太 

（
25
）

　
字
旭
第
５

町
の
公
職
や
法
令
、
条
例
に
基
づ
く

各
種
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
方

公 

職 

表 

彰

次
代
を
担
う
優
良
な
農
林
業
・
商
工

業
後
継
者
な
ど
に
対
し
、
活
躍
を
期

待
し
顕
彰
し
ま
す

【
農
林
業
】
優
良
後
継
者

農
林
業
・
商
工
業

優
良
後
継
者
等
顕
彰

【
商
工
業
】
優
良
後
継
者

白
木

　
祐
二
（
58
）   

　
字
旭
第
６

長
井

　
繁
敬
（
43
）

　

旭
町
３
丁
目

小
杉
　
光
希
（
30
）

　

南
町
３
丁
目

公
共
的
団
体
な
ど
の
職
に
就
か
れ
、

地
域
社
会
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
方

公 

益 

表 

彰

　
字
新
星
第
１

▼
美
瑛
土
地
改
良
区
総
括
監
事
ほ
か
40

　

年
谷
口

　
幹
男
（
69
）

　
美
馬
牛
北
３
丁
目

▼
美
瑛
町
交
通
指
導
員
34
年

佐
藤

　
慎
八
（
78
）

【
農
林
業
】 

新
規
就
農
者

団体などからの推薦を受け、その功績が認められた方々、また町の産業を担う優良な後継者、新

規就農者および新規起業者として農林業・商工業に携わる方へ、９月15日の開拓記念日に表彰状

が贈られます。

※敬称略

令和４年度　美瑛町表彰



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
は
９
月
末
ま

で
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
で
き

る
こ
と

マイナポイント
の詳細は、総務
省ホームページ

を見てね。

　

９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
申
請
を
し
な
い
と
、
最
大
２
万
円

分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
方
に

は
、
９
月
上
旬
ま
で
に
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付

き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
簡
単
に
申
請
が
で
き

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
カ
ー
ド
取
得
で
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ

　

ン
ト
が
も
ら
え
る

マイナンバーカード
の新規取得

5,000 円分

保険証としての
利用申込

7,500 円分7,500 円分

公金を受け取る
口座の登録

マイナポイント

第 1弾を受取済の

方は対象外です

②と③のマイナポイントを受け取

るためには、令和５年２月までに、

それぞれの手続きが必要です

③ ② ①

＋＋

　

「
マ
イ
ナ
受
付
」の
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
で

は
、健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診
情
報
や
医
療

費
情
報
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
ま
す
。

※
美
瑛
町
立
病
院
は
健
康
保
険
証
と
し
て

　

利
用
で
き
ま
す
。

▽
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

▽
給
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
が
簡
単
に
な

　

り
ま
す

　

公
金
受
取
口
座
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
お
く
と
、
緊
急
時
の
申
請
時
に
、
申
請

書
へ
の
口
座
情
報
の
記
載
や
通
帳
の
写
し

な
ど
の
添
付
な
ど
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

▽
確
定
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
裏
面
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
は
電
子
証
明
書
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子

申
請
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
確

定
申
告
や
国
が
提
供
し
て
い
る
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
活

用
し
た
電
子
申
請
が
可
能
で
す
。

　

令
和
４
年
度
中
に
は
、
子
育
て
分
野
、

介
護
分
野
で
の
電
子
申
請
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

マイナンバーカードを作ろう

メリットたくさん！

問合せ／総務課情報管理係　☎ 92 ｰ 4345

ケ
ー
タ
イ
シ
ョ
ッ
プ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
に
写
真
撮
影
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
申
請
が

可
能
で
す
。

※
ご
自
宅
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　

ド
付
き
交
付
申
請
書
を
お
持
ち
い
た
だ

　

く
と
カ
ー
ド
が
よ
り
早
く
発
行
さ
れ
ま

　

す
。

契約している
ケータイ会社関
係なく申請可能
です。マイナポ
イントも相談で

きます。
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老
朽
化
し
た
公
園
の
遊
具
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

４
基
の
遊
具
を
撤
去
し
、
新
た
に
複
合

遊
具
を
１
基
設
置
し
ま
し
た
。

　

遊
具
で
間
違
っ
た
遊
び
方
を
す
る
と

大
変
危
険
で
す
。
設
置
し
た
遊
具
に
遊

び
方
の
注
意
事
項
を
表
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
安
全
に
楽
し

め
る
よ
う
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
公
園
水
遊
び
広
場
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

令
和
２
年
度
「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案

事
業
」
を
受
け
て
整
備
を
進
め
て
き
た
、

こ
と
ぶ
き
公
園
の
水
遊
び
広
場
を
プ
レ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

噴
水
や
水
路
な
ど
の
水
遊
び
施
設
の
ほ

か
、
機
械
室
の
外
壁
に
は
自
由
に
落
書
き

が
で
き
る
黒
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

期
間
／
９
月
１
日（
木
）～
９
月
30
日（
金
）

利
用
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

老
朽
化
が
進
み
、
使
用
を
休
止
し
て
い

た
２
基
の
遊
具
を
更
新
し
ま
し
た
。

建設水道課からのお知らせ　問合せ／☎ 92-4457

水
遊
び
広
場
の
周
囲
は
工
事
継

続
中
で
す
。
工
事
の
囲
い
の
中

に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

東
町
公
園

さ
く
ら
公
園

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
受
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

水遊び広場

※使った黒板消しやチョークは

　箱の中に戻してください。

みんなのお絵かき板



　

２
０
２
０
年
10
月
、
国
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

「
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
」
と
い
う

の
は
、
CO2
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
「
排
出
量
」
か
ら
、
植
林
や
森
林
管

理
な
ど
に
よ
る
「
吸
収
量
」
を
差
し
引
い

て
、
合
計
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
と
頻
発
す
る
気
象
災
害

　

世
界
の
平
均
気
温
は
、
２
０
２
０
年
時

点
で
１
８
５
０
～
１
９
０
０
年
と
比
べ
、

約
１･

１
℃
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

の
状
況
が
続
け
ば
、
更
な
る
気
温
上
昇
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

個
々
の
気
象
災
害
と
気
候
変
動
問
題
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
候
変
動
に
伴
い
、

今
後
、
豪
雨
や
猛
暑
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
の
台

風
・
大
雨
に
よ
る
本
町
の
被
害
は
、
今
で

も
私
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

美
瑛
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
未
来
の
た
め
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
択
を出展：環境省ホームページより

な
ぜ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す

　

気
候
変
動
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
温
室

効
果
ガ
ス
は
、
経
済
活
動
・
日
常
生
活
に

伴
い
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
世
代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
今
か
ら
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　普段、気軽に買ってしまうペットボトル入りの飲料水。

　ペットボトルは、原料・リサイクル・廃棄の工程で石

油が使われていて、きちんと回収や処分されなかったも

のは、河川を経由して海洋汚染などにつながります。

　国内での年間の清涼飲料用 PET ボトルの出荷本数は

217 億本（2020 年度調）。1 年間で 1 人あたり約 170 本を

購入している計算になります。

　

　そこで、「マイボトル」を持ち歩いてみませんか。「自

分だけがペットボトルを辞めても意味がない」と思いが

ちですが、年間で考えれば一人一人の努力が確実にペッ

トボトルの削減に繋がります。

　

　身近なところから、ゼロカーボンを意識して

地球環境を守り、大切な子どもたちの未来づく

りの一歩を進めてみませんか。

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
い
て
地
球
環
境
を
守
ろ
う

住
民
生
活
課　

田
之
岡
係
長

温室効果ガスの排出量と吸収量をイコールに

する。「ゼロカーボン」と「カーボンニュート

ラル」は同じ意味です。
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１
日　

旭
川
市
市
制
施
行
１
０
０
年
記
念

　
　
　

式
典
（
旭
川
市
）

３
日　

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

　
　
　

旭
川
駐
屯
地
夏
祭
り
（
旭
川
市
）

７
日　

全
国
市
町
村
長
ク
ロ
ー
バ
ー
会
第

　
　
　

６
回
総
会
（
京
都
府
）  

10
日　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
、

　
　
　

 

上
川
町
村
会
定
期
総
会
ほ
か
（
旭
川
市
）

20
日　

ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り

23
～
24
日　

　
　
　

上
川
管
内
町
村
長
会
議（
剣
淵
町
）

26
日　

上
川
地
域
づ
く
り
連
携
会
議
（
旭
川
市
）

27
日　

全
道
ジ
オ
ガ
イ
ド
研
修
会
（
上
富
良
野
町
）

28
日　

出
会
い
ふ
れ
あ
い
祭
り

30
日　

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
災
害
協
定
調
印
式

　
京
都
に
「
哲
学
の
道
」
と
い
う
小
径
が

あ
り
ま
す
。
高
名
な
哲
学
者
西
田
幾
多
郎

が
思
索
し
な
が
ら
歩
い
た
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
に
桜
、
夏
は
ホ
タ
ル
、
秋
の
紅
葉
と

四
季
折
々
に
魅
力
あ
る
道
を
、
和
服
姿
の

西
田
博
士
が
悠
然
と
歩
み
を
進
め
る
姿
を

僕
は
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
西

田
の
弟
子
で
あ
る
哲
学
者
三
木
清
に
よ
る

と
、
西
田
の
散
策
の
様
子
は
と
て
も
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
何
物
か
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
か
の
よ

う
に
、急
い
で
大
股
で
歩
い
て
行
か
れ
た
。

そ
れ
は
憑
か
れ
た
人
の
姿
で
あ
っ
た
。
先

生
の
哲
学
の
う
ち
に
は
あ
の
散
歩
の
よ
う

な
ひ
た
む
き
な
も
の
、
烈
し
い
も
の
が
あ

る
」（『
読
書
と
人
生
』）

　
歩
く
姿
に
も
人
と
な
り
が
現
れ
て
く
る

よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
役
場
職
員
の
間

で
い
ま
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
隠
れ
た
ブ
ー

ム
の
よ
う
で
す
。
ひ
と
頃
よ
り
痩
せ
た
職

員
を
見
か
け
た
ら「
歩
い
て
い
る
の
か
い
」

と
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
実
際
、
10
㎏
も

痩
せ
た
職
員
が
い
ま
す
。
朝
晩
計
３
万
歩

も
歩
い
て
い
る
強
者
も
い
ま
す
。

　
か
く
い
う
僕
も
な
る
べ
く
歩
き
た
い
の

で
す
が
、
意
外
に
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
歩
数
計
を
つ
け
て
い
る
首
長
が
多

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
同
じ
思
い
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
歩
く
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ば
出
張
で
す
。

地
下
鉄
の
乗
り
継
ぎ
、
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ

の
移
動
。
都
会
の
生
活
は
む
し
ろ
歩
く
よ

う
に
で
き
て
い
る
。
普
通
に
仕
事
を
し
て

い
て
２
万
歩
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。東
京
美
瑛
会
の
さ
る
幹
部
の
方
は「
階

段
を
見
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
と
思
え
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
が
、
至
極
名
言
で
僕
も
嬉
々

と
し
て
階
段
を
上
っ
て
い
ま
す
。

　
美
瑛
町
に
は
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
区
に
1.5
～
4.5

㎞
ま
で
の
４
コ
ー
ス
を
設
定
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
な
ど
も
分
か
り
や
す
く
記
載
し

て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
し
、
歩
い
て
楽
し
い
環
境
づ
く
り

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外
出

す
る
機
会
が
減
り
、
運
動
不
足
に
な
っ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
歩
く
こ
と

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
悩
み
事
は
散
歩
し
て
忘
れ
る
の
が
一

番
だ
。
ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
外
へ
出
て
み
た

ま
え
。
ほ
ら
、
悩
み
ご
と
な
ん
か
、
翼
が

生
え
て
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
」（
Ｄ
・

カ
ー
ネ
ギ
ー
）。

　
夏
の
暑
さ
が
去
り
、
歩
き
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
少
し
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

町　長
コラム
vol.38

美瑛町長

角和　浩幸

８
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

令和４年７月分交際費支出状況

７月分支出額計　　106,550円

月日 件名 金額

7/7
元北海道議会議員　竹内英順氏一周
忌に伴う供花料 11,000

7/7 藍染結の杜オープンに対するお祝い（花） 33,000

7/11 参議院議員選挙　長谷川岳氏当選のお祝い（花） 33,550

7/13
陸上自衛隊上富良野町駐屯地司令、第 14

施設群長との意見交換会に要した賄費
20,000

7/16 川﨑章道氏北海道産業貢献賞祝賀会（会費） 5,000

7/29 美栄会定期総会　懇親会（会費 ) 4,000

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

　

日
没
時
刻
が
早
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交

通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
、

特
に
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
３
つ
の
全

国
重
点
項
目
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間
　
９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

ー
　
運
動
の
重
点
項
目
　
ー

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

　

者
の
安
全
確
保

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
な
ど

　

の
防
止
お
よ
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

旭川東交通安全大使

かけ丸くん

一人一人が交通安全を

心がけましょう！
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９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で

す
。
今
月
号
で
は
、
結
核
が
ど
ん
な
病
気

な
の
か
、
ま
た
予
防
す
る
た
め
の
方
法
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　   ７月の
　　   健康マイレージ状況

◇新規エントリー　６人
一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ７人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

801人

合計（延べ人数）

KU
健診
　受けよう

　
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？

　

結
核
は
「
結
核
菌
」
と
い
う
細
菌
が
体

の
中
に
入
り
、
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
気
で
す
。

　

初
期
の
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま
す

が
、
咳
・
痰
・
発
熱
（
微
熱
）
な
ど
の
症

状
が
長
く
続
く
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

体
重
が
減
る
、
食
欲
が
な
い
、
寝
汗
を
か

く
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る

と
、
だ
る
さ
や
息
切
れ
、
血
の
混
じ
っ
た

痰
な
ど
の
症
状
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
喀

血
（
血
を
吐
く
こ
と
）
や
呼
吸
困
難
で
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
結
核
は
昔
の
病
気
」
と
思
わ
れ
が

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
も
年
間

１
万
２
千
人
以
上
が
発
病
し
、
約
２
千
人

が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高
め
、
結

核
の
発
病
を
防
ぎ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
や
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、

禁
煙
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
結
核
が
早
く
見
つ
か
れ
ば
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
周
囲
へ
の
感
染

予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対

象
に
無
料
の
結
核
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

年に１度は、胸のレント

ゲンで肺の健康を確認

しましょう！

期
日
／
９
月
15
日
（
木
）

会
場
お
よ
び
時
間
／

・
町
民
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　
　
　

９
時
00
分
～
10
時
30
分

・
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　
　
　

11
時
00
分
～
11
時
30
分

内
容
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

料
金
／
無
料

申
し
込
み
／
不
要

　

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

注
意
事
項
／

・
す
で
に
呼
吸
器
の
疾
患
で
病
院
に
か

　

か
っ
て
い
る
方
、
咳
や
痰
な
ど
の
症

　

状
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
で

　

の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
今
年
度
、
肺
が
ん
検
診
を
受
診
済
み

　

の
方
は
、
結
核
検
診
を
受
け
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
（
肺
が
ん
検
診
は
、

　

結
核
検
診
を
兼
ね
て
い
ま
す
）。

・
検
査
当
日
は
、
ボ
タ
ン
、
金
属
、
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
が
付
い
た
服
は
避

　

け
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ネ
ク
タ
イ
、
エ

　

レ
キ
バ
ン
な
ど
も
使
わ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
、

　

感
染
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
と
、
飛
沫
と
一
緒
に
結
核

菌
が
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
他
の
人
が
吸
い

込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
免
疫
の
働
き
に

よ
っ
て
結
核
菌
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き

発
病
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
病
気
な
ど
で

免
疫
が
落
ち
て
く
る
と
、
抑
え
込
ま
れ
て

い
た
結
核
菌
が
再
び
活
動
を
始
め
、
発
病

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
人
は
結
核
を
発
病

し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
た
め
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

感
染
と
発
病

65
歳
以
上
の
方
へ

予
防
と
早
期
発
見
を

・
喫
煙
習
慣
が
あ
る
人

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
免
疫
の
弱
い
人

・
糖
尿
病
の
人

・
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

・
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し

　

て
い
る
人

・
胃
潰
瘍
の
人
、
胃
の
手
術
を
し
た
人

ー
　
結
核
を
発
病
し
や
す
い
人

　
ー

無
料
結
核
検
診
の
ご
案
内
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

１
・
２
・
３
回
目
接
種
に
つ
い
て

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー
（
予
約
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92ｰ

７
０
２
１
・
92ｰ

７
０
９
０

　

対
象
と
な
る
方
に
は
接
種
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
回
目
接
種
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

し
た
場
合
の
重
症
化
予
防
を
目
的
に
、
４

回
目
の
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
券
の
発
行
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
接

種
券
の
発
行
に
は
数
日
か
か
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
３
回
目
接
種
か

ら
５
カ
月
が
経
過
す
る
前
に
接
種
券
な
ど

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
接
種
券
に
記
載
し

て
い
る
接
種
日
ま
で
接
種
券
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
60
歳
以
上
の
方

▼
18
歳
か
ら
59
歳
で
次
に
該
当
す
る
方

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
最
新
の
情
報
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

②
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
に
従
事
し

　

て
い
る
方

問
合
せ
／
大
雪
地
区
広
域
連
合　

☎
82-

３
６
９
７　

10
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証

を
お
送
り
し
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
一
部
の
方
の
窓
口
負
担
額
が
２
割
に

な
る
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
全
員
に
、
10
月
か
ら

使
用
す
る
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

を
、
９
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
黄
色
）

は
有
効
期
限
が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
使
用
の
際
は
お
間
違
え

の
無
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証(
水
色
）
な
ど
は
、
７
月
に
お

送
り
し
た
認
定
証
の
有
効
期
限
が
令
和
５

年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
ま
ま
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る
方
に
は
負

担
を
抑
え
る
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
窓
口
負
担
割
合
が
２
割

と
な
る
方
に
は
、
令
和
７
年
９
月
30
日

ま
で
、
１
カ
月
の
外
来
医
療
の
窓
口
割

合
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
増
加
額
を

３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え
ま
す
（
入
院
の

医
療
費
は
対
象
外
）。

　

配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し
と
な
る

方
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
、
登
録
さ
れ

て
い
る
高
額
療
養
費
の
口
座
へ
後
日
払
い

戻
し
ま
す
。　

口
座
登
録
の
確
認
は
郵
送
で
行
い
ま
す

　

２
割
負
担
と
な
る
方
で
高
額
療
養
費
の

口
座
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
９
月

末
頃
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

電
話
や
訪
問
で
の
お
願
い
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

還
付
金
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
　
　
　
　
　
　
　

 

関
す
る
相
談
窓
口

▽
発
熱
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ

　

る
場
合

　

・
美
瑛
町
立
病
院　

☎
68-

７
１
１
１

　

・
か
か
り
つ
け
医

　

・
北
海
道
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

症
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

　
　
　

 

☎
０
１
２
０-

５
０
１-

５
０
７

▽
そ
の
他
、
予
防
接
種
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
相
談

　

・
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
92-

７
０
０
０

新しい被保険者証は
オレンジ色です



 

今
月
の
特
集
展
示

　

「
動
物
愛
護
週
間
を
考
え
よ
う
」

　

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養

に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
「
動
物
愛

護
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
共
に
生
き
る
動
物
の
命
の

重
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

図
書
館
で
は
動
物
の
飼
い
方
が
わ
か

る
本
や
、
動
物
に
ま
つ
わ
る

ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
な
ど

を
展
示
し
て

い
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り
　
電
　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

◇
美
瑛
つ
な
が
り
ラ
ボ　

特
別
版

　

舞
台
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
す
る
、
演

劇
集
団
「
円
」
の
俳
優
・
鈴
木
佳
由

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
読
み
聞
か
せ
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
10
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

　

日
時
／
９
月
24
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

よもー
（お）

か

いま読みたい本
がきっとみつか
るよ！
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館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
飯
は
食
え
る
と
き
に
食
っ
て
お
く

 

寝
れ
る
と
き
は
寝
る
」　
　

　
　
　
　
　
　

ぱ
や
ぱ
や
く
ん
／
著

　

元
陸
上
自
衛
隊
幹
部
自
衛
官
が
、
日
常

生
活
に
も
使
え
る
ワ
ザ
や
災
害
対
策
を
わ

か
り
や
す
く
指
南
す
る
読
み
物
。
不
安
や

パ
ニ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
た
時
に
は
「
４
秒
吸

っ
て
、
４
秒
止
め
て
、
８
秒
吐
く
」
と
い

う
呼
吸
法
な
ど
、
簡
単
に
マ
ネ
で
き
そ
う

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
落
ち
込
ん
だ
時
、
何
事
も
う
ま
く
い

か
な
い
…
と
感
じ
た
時
に
手
に
取
っ
て
ほ

し
い
１
冊
。

　

令
和
２
年
７
月
か
ら
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
て
検
討
を
続
け
て
き
た
自
治
基

本
条
例
策
定
専
門
部
会
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
部
会
員
の
京
屋
愛
子
さ
ん
と
佐
々
木
良
榮
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～　

自
治
基
本
条
例
策
定
専
門
部
会
会
員
へ
聞
い
て
み
た　

～

自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
て

専
門
部
会
に
参
加
を
決
め
た
理
由
は
？

　

自
治
基
本
条
例
を
作
っ
た
ら
、
町
づ
く

り
は
「
な
に
が
変
わ
る
の
か
」
「
ど
う
変

わ
る
の
か
」
に
興
味
が
あ
り
、
専
門
部
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

条
文
案
を
作
成
す
る
上
で
、
他
の
自
治

体
の
条
例
を
読
み
込
み
、分
か
り
や
す
く
、

や
さ
し
い
条
文
を
考
え
る
こ
と
に
苦
労
し

ま
し
た
。

　

美
瑛
町
の
将
来
の
た
め
に
は
、
町
民
・

議
会
・
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い

が
伝
わ
る
よ
う
に
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
の
・
・
・

専
門
部
会
に
参
加
を
決
め
た
理
由
は
？

　

町
の
重
要
な
ル
ー
ル
に
な
る
自
治
基
本

条
例
へ
町
民
参
加
の
重
要
性
を
反
映
さ
せ

た
い
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

広
報
チ
ー
ム
と
し
て
「News

み
ん
な

で
創
ろ
う
！
自
治
基
本
条
例
」
の
作
成
に

取
り
組
ん
だ
中
で
、
条
例
の
内
容
を
自
ら

理
解
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

よ
り
住
み
良
い
美
瑛
町
の
存
続
と
発
展

の
た
め
に
、
自
分
に
出
来
る
事
で
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
の
・
・
・

京
屋　

愛
子
さ
ん

佐
々
木
良
榮
さ
ん



　

こ
れ
ま
で
現
代
芸
術
の
分
野
で
、
個
人

と
し
て
、
ま
た
は
芸
術
家
で
あ
る
友
人
と

共
に
作
品
制
作
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
を
作
る
に
し
て
も
、
そ
れ

以
外
の
活
動
を
す
る
に
し
て
も
、
社
会
、

世
界
と
繋
が
り
な
が
ら
実
行
し
た
い
と
い

う
思
い
が
私
の
中
の
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

で
す
。

　

今
回
、協
力
隊
に
着
任
す
る
に
あ
た
り
、

芸
術
と
社
会
と
の
間
で
何
が
で
き
る
か
、

世
界
と
の
新
し
い
繋
が
り
方
を
私
な
り
に

模
索
し
て
い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

美
瑛
町
で
は
、
自
然
の
村
キ
ャ
ン
プ
場

や
旧
西
美
の
杜
美
術
館
な
ど
を
活
用
し
た

新
し
い
活
動
を
ゼ
ロ
か
ら
考
え
て
い
き
ま

す
。

小
こじまひろゆき

嶋宏維（出身地 : 東京都）

勤務先：役場商工観光交流課

　

今
月
号
は
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
寺
地
広
将

さ
ん
と
小
嶋
宏
維
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
通
信

　

現
段
階
と
し
て
は
、
観
光
・
テ
レ
ワ
ー

ク
・
美
瑛
町
の
皆
さ
ん
の
憩
い
・
芸
術
の

創
造
研
究
な
ど
、複
数
の
場
を
交
差
さ
せ
、

他
者
と
出
会
う
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
私
に
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
。

私
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
。

こ
こ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
は
何

か
。
私
が
皆
さ
ん
と
共
に
で
き
る
こ
と
と

は
何
か
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
為
に
も
、
ま
ず
は
美
瑛
町
に
つ
い
て

知
る
こ
と
に
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
面
白
い
こ
と
を
探
す
冒

険
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

美
瑛
町
に
来
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
な
の
で
色
々
と
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
９
月
に
総
務
省
の
「
ふ
る

さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
と
い
う
制

度
で
初
め
て
北
海
道
に
訪
れ
、
美
瑛
町
に

１
カ
月
滞
在
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
私
は
、
美
瑛
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
も
わ
か
ら
ず
、
無
知
な
状
態
で
し

た
。
１
カ
月
後
の
帰
る
こ
ろ
に
は
「No 

agriculture, No Biei

（
農
業
が
無
け

れ
ば
、
美
瑛
は
な
い
）」
と
い
っ
た
、
農

寺
てらじひろまさ

地広将（出身地 : 大阪府）

勤務先：丘のまちびえい活性化協会

業
が
こ
の
地
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
考
え
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年

２
回
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
も
今
も

「
丘
の
ま
ち
び
え
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
仕
事
内
容
は
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
受
注
管
理
な
ど
の
作
業
が
中
心

で
、
農
業
と
観
光
の
発
展
に
つ
い
て
日
々

考
え
て
い
ま
す
。

　

前
職
は
大
阪
の
鉄
道
会
社
で
車
掌
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
偶
然
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
地
域
活
性
化
を
専
攻
し
て
お

り
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
応
募
し
、
着
任
し
ま
し
た
。

　

４
年
前
に
１
カ
月
滞
在
し
た
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
の
で
、
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
知
識
を
教
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
年
度
の
第
１
回
目
の
ジ
オ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

の
特
色
に
つ
い
て
、
中
村
専
門
員
が
解
説

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
は
、
参
加
者
の
負
担
軽
減
と
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
、
美
瑛
町
役
場
と
上
富
良

野
消
防
署
で
リ
モ
ー
ト
中
継
を
行
い
、
で

き
る
限
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
開
催
し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
、Zoom
で
の
生
配
信
ま
た

は
後
日
配
信
す
る
動
画
視
聴
で
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
」
も
可
能
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　明徳小学校校舎（昭和34年撮影）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　明徳小学校は、明治34年横牛地区に私設教育

所として創立され、大正元年に明徳小学校に改

称されました。大正８年に校舎が現在地に新築

され、幾度かの改修工事が行われています。写

真の校舎は昭和34年の大改築後のもので、約

190人の児童が通っていました。昭和54年に現

在の校舎が完成し、翌昭和55年に小中併置校と

なりましたが、平成29年の中学校閉校により現

在は小学校単置校となっています。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

明徳小学校

　  懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは火口縁上700ｍ以下、大正火口

の噴煙の高さは概ね100ｍ以下、振子沢噴気

孔群の噴気の高さは火口縁上200ｍ以下で経

過しました。

　62-２火口で16日にごく微弱な発光現象を

観測しました。火映などの発光現象は2020

年６月以降時折観測されています。

　なお、火山性微動は確認されていません。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されていますので、今後の活動推

移には注意が必要です。

　

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

７月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

千
望
峠
に
ジ
オ
解
説
板
を
新
設

　

か
み
ふ
ら
の
八
景
の
一
つ
、
千
望
峠
に

ジ
オ
の
解
説
板
「
富
良
野
盆
地
が
で
き
る

ま
で
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

千
望
峠
か
ら
は
、
大
雪
山
、
旭
岳
か
ら

十
勝
岳
に
か
け
て
の
山
な
み
と
、
そ
の
麓

の
上
富
良
野
の
町
な
み
、
さ
ら
に
は
富
良

野
盆
地
の
広
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

解
説
板
で
は
、
そ
の
富
良
野
盆
地
が
ど

の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

図
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

お
立
ち
寄
り
の
際
は
ご
一
読
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

皆さん、十勝岳ジオパー

クの地形・地質・生態系・

歴史・文化などを一緒に

学んでみませんか？
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

那智・美瑛火祭

　７月 24 日、十勝岳の平穏と町の発展を願う「第

34 回那智・美瑛火祭」が３年ぶりにコロナ禍以

前と同様に開催されました。

　白装束に身を包んだ若者たちが高々と燃え上が

る大松明を担ぎ「オーリャ！オーリャ！」の掛け

声とともに丸山公園から美瑛神社までの道のりを

練り歩きました。

　沿道や神社には多くの観客が訪れ、力強い白金

太鼓の音色と勇ましい若者たちの姿に会場は大い

に盛り上がりました。
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水谷星朗さん 村井瑛仁さん

祝・全国大会出場

　７月 31 日、「全国高等学校総合文化祭」が東京

都で開催され、日本音楽部門に旭川藤星高校２年

の餌取楓さんが出場しました。

　高校の筝曲部の一員として参加した餌取さん

は、琴で「螺
ら で ん

鈿」を演奏しましたが、惜しくも入

選を逃しました。

　餌取さんは「２年生を中心としたメンバーで参

加し、大変な部分もありましたが、楽しんで演奏

できました。次は全道大会での入選を目指して練

習します」と今後の意気込みを話してくれました。

ナイスショット！

「自治基本条例」原案を答申

　８月 17 日、まちづくり委員会が「自治基本条例」

原案を町長へ手渡しました。

　同委員会の井口真幸会長は「多くの方にご協力

いただきながら検討を重ねてきました。この原案

に町の皆さんからどのような反応をいただけるか

楽しみです」と述べました。

　今後は原案について町民の皆さんのご意見を伺

い、議会での審議を経て、令和５年４月の施行を

目指します。

　８月３日、ふれあい運動広場で「第 41 回美瑛

町老人クラブ連合会ゲートボール大会」が開催さ

れました。

　当日は涼しく快適なゲートボール日和の中、10

チーム 56 人の選手が日頃の練習の成果を発揮し

ました。

　大会は上位２チームが３勝１敗で並ぶ接戦とな

りましたが、得失点差で美馬牛千歳会を上回った

中央長生クラブが優勝を果たし、昨年に続いて２

連覇を達成しました。

全国大会で躍動しました

　７月 29 日から 31 日の３日間、「全国少年少女

レスリング選手権大会」が東京都で開催され、村

井瑛仁さんが６年男子 50kg 級、水谷星朗さんが

３年男子 46kg 級に出場しました。

　村井さんは惜しくも初戦で敗れましたが「来年

も全国大会に出て活躍したいです」と、準優勝を

果たした水谷さんは「新しい技を覚えてもっと強

くなりたいです」と話してくれました。

　今後もさらなる活躍を期待しています。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

 

【
家
族
世
帯
向
け
】

南
町
団
地
２
号
棟
０
３
３
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

１
９
１
０
０
～
２
８
５
０
０
円

※
家
族
世
帯
優
先
で
す
が
単
身
の
方
も
申

　

し
込
み
可
能
で
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
10
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
９
月
１
日（
木
）～
16
日
（
金
）

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
③
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
８
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
９
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

保
健
・
福
祉
・
医
療

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

①
総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
１
６

②
障
が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
７
３

①
総
務
課
危
機
対
策
室

職
種
／
施
設
管
理
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
）

勤
務
場
所
／
十
勝
岳
火
山
砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容
／
施
設
管
理
な
ど

雇
用
期
間
／
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
／

　

シ
フ
ト
制
（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

　

９
月
～
10
月　

７･

５
時
間

　

11
月
～
３
月　

５
時
間

賃
金
／
時
給　

９
１
１
円
～
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）　

応
募
方
法
／
９
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
履

　

歴
書
を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
障
が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

職
種
／
障
害
相
談
支
援
専
門
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係

　

る
利
用
計
画
作
成
、
相
談
、
支
援
な
ど

募
集
条
件
／
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
国
家

　

資
格
有
資
格
者
お
よ
び
教
員
、
保
育
士
免

　

許
保
有
者
で
実
務
経
験
５
年
以
上
の
方

雇
用
期
間
／
10
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
／

　

月
～
金　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

賃
金
／
日
給　

８
２
６
６
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
健
適
用
／
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

応
募
方
法
／
９
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
履

　

歴
書
を
保
健
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

美
瑛
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

美
瑛
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

３
９
１
０

募
集
人
員
／
若
干
名
（
書
類
選
考
、
面
接

　

に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
）

業
務
内
容
／
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
観
光
案

　

内
ガ
イ
ド
業
務
（
研
修
期
間
あ
り
）

募
集
条
件
／
普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び
自

　

車
で
勤
務
可
能
な
方

雇
用
期
間
／
９
月
23
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
10
日
前
後

　

１
日
４･

５
時
間
の
シ
フ
ト
制

賃
金
／

・
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務

　

時
給
１
０
８
６
円（
車
両
借
上
費
用
含
）

・
観
光
ガ
イ
ド
業
務

　

時
給
１
２
５
０
円
～
（
業
務
経
験
資
格

　
　

な
ど
に
よ
り
）

　

※
通
勤
手
当
別
途
支
給
有
り

応
募
方
法
／
９
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
観
光
協
会
事
務

　

局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　東

京
美
瑛
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

商
工
観
光
交
流
課
交
流
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
２
１

　

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）

会
場
／
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町（
東
京
都
）

負
担
金
／
４
万
円
程
度
（
交
通
費
・
宿
泊

　

費
・
参
加
費
を
含
む
）

募
集
人
数
／
６
人
程
度

　

※
募
集
人
員
に
達
し
た
場
合
は
、
初
め

　
　

て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
締
切
／
９
月
12
日
（
月
）
正
午
ま
で



町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
内
科
の
月
・
金
曜
日
午
後
は
、
新
型
コ

　

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
休
診

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
み

　
生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
９
月
21
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

文
　
化

▼
ぴ
か
り
望
遠
鏡
延
長
公
開

日
時
／
９
月
18
日
（
日
） 

午
後
８
時
30
分
ま
で

※
同
日
、
ミ
ニ
天
文
講
座
を
午
後
６
時
30

　

分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
悪
天
候

　

の
場
合
は
翌
日
へ
順
延
し
ま
す
。

▼
企
画
展
「
写
真
で
振
り
返
る
美
瑛
の
街
並
み
」

　

戦
前
、戦
後
の
街
並
み
写
真
を
通
じ
て
、

今
と
は
異
な
る
街
並
み
や
賑
わ
い
を
感
じ

て
み
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
９
月
16
日（
金
）～
10
月
17
日
（
月
）

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
74-

６
１
１
６

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日

▼
美
瑛
学
講
座
「
秋
の
自
然
観
察
会
」

　

秋
の
忠
別
地
区
を
散
策
し
、
森
の
神
様

と
紅
葉
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

対
象
・
定
員
／
高
校
生
以
上　

15
人

参
加
料
／
３
０
０
円

申
込
／
９
月
25
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
ま

　

た
は
美
瑛
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

５
６
７
７

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
５
日
、
12
日
、
20
日
、
26
日

　

「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
道

北
ル
ー
ト
連
携
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

道
北
地
域
の
美
し
い
風
景
や
人
々
の
営

み
を
写
し
た
写
真
作
品
の
数
々
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
９
月
６
日
（
火
）　

～
19
日
（
月
）

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道 

道
北

ル
ー
ト
連
携
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
パ
ネ
ル
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

１
２
５
１

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

 

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
23
日
・
30
日

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
も
み
じ
組
（
年
長
児
）

の
24
人
が
、
葉
っ
ぱ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
用

い
て
、
自
由
な
発
想
で
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
の
皮
で
染
め
た
布
を
合
わ
せ
た

秋
の
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
／
９
月
１
日
（
木
）
～
29
日
（
木
）

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
「
秋
の
風
景
」

－19－
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そ
の
他

　
追
納
制
度
は
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

を
、
後
か
ら
納
付
で
き
る
制
度
で
す
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は

年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
、
免
除
期
間
の
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
①
番
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　国

民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

「
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
く
事
前
届
出

に
つ
い
て

北
海
道
総
合
施
策
部
計
画
局
土
地
水
対

策
課
水
資
源
保
全
係

　
　

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
１
７
８

　

北
海
道
で
は
、
水
源
周
辺
に
お
け
る
適

正
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
土

地
取
引
な
ど
に
係
る
事
前
届
出
制
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
で
は
「
五
稜
地
区
」
が
水
資
源

保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
区
域
内

で
土
地
の
取
引
行
為
を
行
う
場
合
、
土
地

の
権
利
者
は
契
約
締
結
の
３
カ
月
前
ま
で

に
知
事
へ
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
や
指
定
地
域
の
詳
細
は
、
北
海
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

救
急
医
療
週
間
が
始
ま
り
ま
す

美
瑛
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

２
０
２
９

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
９

月
４
日
（
日
）
か
ら
９
月
10
日
（
土
）
ま

で
、
国
民
の
救
急
に
関
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
救
急
医
療
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。

　

美
瑛
消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
に
か
か

わ
ら
ず
、
町
民
や
町
内
で
働
い
て
い
る
皆

さ
ん
を
対
象
に
随
時
救
命
講
習
を
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

　

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
、
落
ち
着
い
て

　
　
　乳

幼
児
を
長
時
間
放
置
し
な
い
。

さ
せ
な
い
。

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
92-

４
２
６
２

　
本
年
６
月
に
釧
路
市
で
発
生
し
た
乳
児

に
係
る
保
護
責
任
者
遺
棄
事
件
を
は
じ

め
、
乳
幼
児
の
長
時
間
放
置
事
件
が
道
内

で
複
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
「
自
宅
に
置
い
た
ま
ま
外
出

す
る
」
「
車
内
に
長
時
間
残
す
」
な
ど
の

行
為
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配

慮
を
怠
っ
て
い
る
児
童
虐
待
（
ネ
グ
レ
ク

ト
）
に
該
当
し
ま
す
。
特
に
、
低
年
齢
の

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
生
命
の
危
機
に
直

結
す
る
重
大
な
虐
待
リ
ス
ク
と
な
る
も
の

で
す
。

暮らしのお知らせ

人
づ
く
り
育
成
事
業
活
用
く
だ
さ
い

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
１

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
、

　

町
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る

　

方
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

▽
研
修
事
業

補
助
対
象
／
研
修
に
よ
り
習
得
す
る
知
識
、

（
公
財
）北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

　
地
域
の
方
々
が
、
心
配
な
状
況
を
発
見

し
た
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

技
術
な
ど
が
町
の
公
益
性
が
あ
る
も
の

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
（
交
通
費
、

　

宿
泊
費
、
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
）

　

の
３
分
の
２
以
内
。
限
度
額
１
人
10
万
円
。

▽
講
演
会
等
開
催
事
業

補
助
対
象
／
講
演
会
な
ど
の
開
催
に
よ
り

　

広
い
視
野
と
知
識
、
技
術
な
ど
を
身
に

　

つ
け
ら
れ
る
も
の

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
（
講
師
謝
礼
、

　

講
師
旅
費
、
会
場
使
用
料
な
ど
）
の
２

　

分
の
１
以
内
。
限
度
額
50
万
円
。

申
請
方
法
／
事
業
着
手
前
に
町
民
セ
ン
タ

　

ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
前
ヒ
ア
リ
ン

　

グ
実
施
後
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
新
規
講
習
や
、

定
期
的
な
再
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

市
街
地
地
区
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
２
４
５

　

例
年
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い

る
「
市
街
地
地
区
敬
老
会
」
に
は
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
80
歳
・
90
歳
・
１
０
０
歳
の

方
に
案
内
状
を
８
月
23
日
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～

場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル
「
美
丘
」
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短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

ひ
ま
わ
り
を
緑
肥
に
敷
き
込
む
ト
ラ
ク
タ
ー
観
光
客
は
怪
訝
な
顔
で

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

新
盆
の
姉
に
燈
篭
送
り
け
り
よ
み
歌
一
首
秘
か
に
手
向
け

南
町
一　

  

　

 

田
中　

幸
穂

夏
休
み
孫
ら
来
し
と
の
朗
報
も
第
七
波
猛
威
喜
び
半
ば　

旭
町
三 

 　

 　

守
谷　

忠
弘

癒
え
る
手
で
盆
提
灯
に
明
か
り
つ
け
ご
先
祖
様
の
お
帰
り
を
待
つ

本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

亡
こ

娘
の
友
は
夜
空
の
三
日
月
描
き
く
れ
て
「
聞
こ
え
て
い
ま
す
か
」「
見
え
て
い
ま
す
か
」
と

新
星
第
三　

   

下
平　

公
枝

娘
等
が
誕
生
祝
い
に
買
い
く
れ
し
杖
を
頼
り
に
今
朝
も
散
歩
す

旭
第
四　

 

　
　

谷
口
　
健
三

と
こ
ろ
て
ん
悪
口
の
後
の
罪
悪
感  　
　
　
　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

原
爆
忌
赤
色
の
な
き
絵
本
か
な　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

南
町
一　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

大
松
明
ま
つ
り
太
鼓
の
よ
ろ
こ
ば
し　
　
　
　
　
　
　

 

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

気
休
め
に
打
ち
水
す
れ
ば
猫
逃
げ
る　

 
 　

　
　
　
　

 

丸
山
一　
　
　

 

髙
木　

瑛
峰

ほ
ろ
酔
い
の
喉
す
べ
り
お
つ
心
太 

　
　
　
　

  　
　
　

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

と
こ
ろ
て
ん
愚
痴
は
つ
る
ん
と
飲
み
込
ん
で　
　
　
　

 

五
稜
第
一　

 　

三
浦
ひ
か
り

風
受
け
て
遊
び
上
手
な
豆
の
蔓　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

幸
町
二　

 　
　

浜
田　

恵
子

戸籍の窓
    　  令和４年７月１日から

    　  令和４年７月31日までの届出分

人の動き

　　 　　 4,811世帯　（  0）

    男　　 4,508　人　（- 3）

    女　 　5,104　人　（-12）

　合計　  9,612　人　（-15）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

   氏　名  　 性別　   住　所

畠山　楓
ふ う た

大　  男　 中町３丁目

小林　新
に い な

奈　  女　 東町２丁目

真田　　紬
つむぎ

　  女　 字夕張

おくやみ申しあげます

　氏　名　　 年齢　　住　所

源津　佐江　  97    字置杵牛中央

村田きくゑ 　 99    字美田第１

　野　洋一　  76    字旭中央 

岡本　一則　  81 　栄町２丁目

小崎いみ子　  94　 字水上

本澤　シゲ  　93　 旭町３丁目

鎌田　武治　  94　 本町１丁目

千　　哲雄　  66　 南町１丁目

渡辺　光一　  69　 字瑠辺蘂平和

佐藤　みさ　  93 　中町２丁目

　　（敬称略）　

町内の交通事故

　　　　令和４年６月１日～30日

　　▼発　　生　   1件（  2件）【  8件】

　　▼死　　亡　   0人（  0人）【  0人】

　　　負 傷  者　   3人（  5人）【  9人】

（ ）は令和４年１月～６月末までの累計

【 】は令和３年１月～６月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和４年１月１日～７月31日

▽火災　　　5件（　7件）

▽救急　　362件（303件）

▽救助　　　8件（　2件）

 （ ）は前年同期間の件数

楠光恵ハーモニカコンサートｉｎびえい

　びえい芸術文化事業推進実行委員会では、国内外のコンクール

で活躍されている楠光恵さんをお招きし、ハーモニカコンサート

を開催します。

　ハーモニカの心地よい音色を懐かしのメロディで体感してみま

せんか。また、当日は心も体も躍動する郷土芸能美瑛白金太鼓の

共演をいただきます。

●日　時 ９月28日（水）　午後６時～午後８時

●場　所 町民センター　多目的ホール「美丘」

●入場料 無料 ※事前に町民センター窓口で配布する整

　理券が必要になります。

問合せ／町民センター　☎92-4141

ハーモニカ振興会選任講師、日本ハーモニカ芸術協
会師範、ＮＨＫ教育テレビ「趣味悠々」ハーモニカ
講師を務められる。

楠
くすのきみつえ

光恵さん

　　　　　　　　　 （開場　５時30分）



Start&Goal
スポーツセンター
Start&Goal
スポーツセンター

コース図 今年は80kmコースのみ

　

秋の美瑛の丘を自転車で駆け抜けるサイクリングイベント「第13回丘のまちびえいセンチュリーライド」。
約300人のサイクリストを迎え開催します。
本大会はサイクリングを楽しむことを目的に、交通ルールに従って開催されます。参加者が通過する際、ご
迷惑をお掛けしますが皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問合せ／NPO法人美瑛エコスポーツ実践会事務局（文化スポーツ課内）
☎92-3333  ・  Eメール biei_event@town.biei.hokkaido.jp

第13回

大会概要やコースなど詳しくは
公式WEBサイトをご覧ください

丘のまちびえい
　センチュリーライド
９月23日（金） 午前９時 START！　

交通規制のお知らせ

スポーツセンタースポーツセンター

丘のまち歯科クリニック丘のまち歯科クリニック

丸山通り線丸山通り線

大会開催に伴い、
交通規制を実施します。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

全面
通行止め

午前８時45分
～10時
（予定）
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